
遺 留 分 減 殺 請 求 通 知 書  

 

 被 相 続 人 東 山 太 郎 は 、 平 成 ○ ○ 年 ○ ○ 月 ○

○ 日 付 公 正 証 書 遺 言 に よ り 、 長 男 で あ る 貴 殿

に 対 し 、 財 産 全 部 を 相 続 さ せ る 旨 の 遺 言 を な

し 、 平 成 ○ ○ 年 ○ ○ 月 ○ ○ 日 死 亡 し ま し た 。  

 し か し 、 被 相 続 人 の 相 続 人 は 貴 殿 及 び 二 男

で あ る 私 の ２ 名 で あ り 、 上 記 遺 言 に よ り 私 の

遺 留 分 ４ 分 の １ が 侵 害 さ れ て い ま す 。  

 よ っ て 、 私 は 貴 殿 に 対 し 、 本 書 面 を も っ て

遺 留 分 減 殺 の 請 求 を し ま す 。  

 

平 成 ○ ○ 年 ○ ○ 月 ○ ○ 日  

 

○ ○ 県 ○ ○ 市 ○ ○ 町 ○ 丁 目 ○ 番 ○ 号  

     通 知 人    東  山  二  郎  ㊞  

 

○ ○ 県 ○ ○ 市 ○ ○ 町 ○ 丁 目 ○ 番 ○ 号  

東  山  一  郎  　様  

 

 


